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P7 ････収入保険のポイント
P8 ････ NOSAI元気通信！
P10･･･今日も皆さまと

果物に魅了され三重県から福島市に移住し、今年
就農6年目を迎える大内徹也さん(41)【写真中央】
美千代さん(42)【写真左】夫妻。今日は献上桃の郷
桑折町で果樹栽培を営む指導者の佐藤秀雄さん
(74)【写真右】から、福島県農業総合センター果樹
研究所で開発した福島県オリジナル品種の早生桃
｢はつひめ｣の特性の説明を受けました。

P11･･･ NOSAIからのお知らせ
P14･･･はじめよう！ 健康生活
P15･･･輝く☀農業女子

“献上桃の郷”で品種
｢はつひめ｣の説明を受ける大内夫妻

新規就農者に
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Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
島
は
、
平
成
30
年
5
月
29

日
、第
３
回
通
常
総
代
会
を
郡
山
市
の「
ビ
ッ

グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

齋
藤
勝
利
組
合
長
が
「
農
業
・
農
村
を
取

り
巻
く
情
勢
は
、
依
然
と
し
て
大
変
厳
し
い

状
況
に
あ
る
中
、
収
入
保
険
制
度
創
設
・
農

業
共
済
制
度
改
正
を
盛
り
込
ん
だ
『
農
業
保

険
法
』
が
本
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

本
組
合
は
、
今
年
度
を
『
農
業
保
険
の
実
行

元
年
』
と
位
置
付
け
、
収
入
保
険
制
度
の
周

知
・
加
入
推
進
、
そ
し
て
、
改
正
農
業
共
済
制

度
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
ま
で

以
上
に
農
業
共
済
団
体
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
た
め
、
役
職
員

の
研
鑽
に
努
め
な
が
ら
、
皆
様
の
ご
期
待
に

応
え
て
ま
い
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
福
島

県
の
畠
利
行
副
知
事
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

議
長
に
は
、
会
津
若
松
市
の
星
健
一
総
代

が
選
任
さ
れ
、
福
島
県
農
業
共
済
組
合
定
款

の
一
部
変
更
、
平
成
29
年
度
事
業
報
告
や
平

成
30
年
度
事
業
計
画
な
ど
10
議
案
を
審
議
。

全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
事
に
先
立
ち
、
農
業
共
済
事
業

優
秀
基
礎
組
織
、
任
意
共
済
事
業
推
進
功
績

者
、
家
畜
多
頭
飼
養
優
良
農
家
、
共
済
部
長

等
功
績
者
、
農
業
共
済
団
体
職
員
永
年
勤
続

者
な
ど
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

総代数	 276 名

　本人出席	164 名

　書面出席	109 名

出席者合計	273 名

第
３
回
通
常
総
代
会 

開
催
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議案第 １ 号	 福島県農業共済組合定款の一部変更について
	 ▶県北支所事務所の移転に伴う所在地の変更

議案第 ２ 号	 福島県農業共済組合事業規程の一部変更について
	 ▶園芸施設共済の小損害不填補の基準の見直し

議案第 ３ 号	 平成２９年度事業報告書、財産目録、貸借対照表、損益計算書、剰余金処分案及び
	 不足金処理案の承認について
	 ▶Ｐ４～５参照

議案第 ４ 号	 平成３０年度事業計画及び収支予算の決定について
	 ▶Ｐ４～５参照

議案第 ５ 号	 平成３０年度事務費賦課金の賦課額及び防災賦課金の賦課額並びに賦課徴収方法の決定について
	 ▶ 1,307,912 千円

議案第 ６ 号	 役員、顧問、損害評価会委員、損害評価員及び共済部長報酬額の決定について
	 ▶総額 133,796 千円以内

議案第 ７ 号	 特別積立金の取崩し承認について
	 ▶ 69,992 千円以内

議案第 ８ 号	 平成３０年度無事戻金の支払について
	 ▶ 18,224 戸以内　28,004,256 円以内

議案第 ９ 号	 借入金最高限度額及び借入条件の決定について
	 ▶ 50 億円

議案第 10号	 損害評価会委員の解任及び選任について
	 ▶審議委員　解任 18名　選任 18名　　調査委員　解任 79名　選任 68名

福島県知事	代理
畠	利行	副知事

組合長
齋藤	勝利

議長
星	健一

通常総代会に提出され可決承認された議案
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農家経営の
さらなる

バックアップへ

平成29年度
事 業 実 績

平成30年度
事 業 計 画

支払共済金	 15億6,358万円
共 済 金 額	 1兆4,228億円

共 済 金 額	 1兆4,211億円

農作物共済 平成29年度実績 平成30年度計画

水稲
引 受 6,525,336	a 6,520,105	a

共 済 金 額 37,139,861	千円 37,855,588	千円

支払共済金 78,916	千円 ――

麦
引 受 18,485	a 18,652	a

共 済 金 額 8,573	千円 10,169	千円

支払共済金 44	千円 ――

水稲では各支所管内の一部地域において、６月上旬から 11月中旬にかけてイノシシ、クマ、サル、シカによる稲の踏み倒
し及び食害が発生し、株が枯死する等の被害が発生しました。また一部地域において、平年よりも日照時間が少なく経過し
たため生育不良となる被害、会津の一部地域において、局地的な豪雨により、水田に土砂が流入する等の被害が発生しまし

た。麦では 10月下旬から６月下旬の一部期間の降雨により土壌湿潤害が発生しました。

果樹共済 平成29年度実績 平成30年度計画

りんご
引 受 23,061	a 24,369	a

共 済 金 額 476,461	千円 615,852	千円

支払共済金 34,829	千円 ――

ぶどう
引 受 1,712	a 2,632	a

共 済 金 額 52,487	千円 82,350	千円

支払共済金 2,606	千円 ――

な　し
引 受 18,918	a 21,020	a

共 済 金 額 606,772	千円 643,569	千円

支払共済金 9,828	千円 ――

も　も
引 受 30,843	a 32,420	a

共 済 金 額 864,856	千円 940,644	千円

支払共済金 37,316	千円 ――

か　き
引 受 708	a 1,229	a

共 済 金 額 6,507	千円 13,505	千円

支払共済金 174	千円 ――

りんごでは強風により、落果、傷果の被害や６月に一部支所においてひょうが降り、果実が損傷する被害が発生しました。ももでは、
県北支所管内において、８月以降低温、長雨、日照不足の気象状態が続き、収穫を控えていた果実が熟果となり落果被害や果実腐敗の
被害が発生しました。かきでは、安達支所管内において、円星落葉病や炭そ病に感染し果実に腐敗被害が発生し、減収しました。

平成29年度 事業実績　平成30年度 事業計画平成29年度 事業実績　平成30年度 事業計画
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家畜共済 平成29年度実績 平成30年度計画

牛・豚・馬
引 受 81,413 頭 79,493 頭

共 済 金 額 11,971,608 千円 11,240,060 千円

支払共済金 626,094 千円 ――

死廃事故は前年と比較すると 26頭増加し、支払共済金で 23,718 千円増加しました。病傷事故は前年と比較すると 701 件増加し、
支払共済金で 13,420 千円増加しました。これは子牛相場の高騰を受けて、早期発見早期治療が浸透したことによる増加とみられます。

畑作物共済 平成29年度実績 平成30年度計画

ばれいしょ
引 受 27	a 20	a

共 済 金 額 236	千円 186	千円

支払共済金 ―― ――

大　豆
引 受 73,851	a 73,330	a

共 済 金 額 158,538	千円 143,090	千円

支払共済金 5,718	千円 ――

そ　ば
引 受 4,489	a 5,630	a

共 済 金 額 3,914	千円 4,878	千円

支払共済金 79	千円 ――

蚕　繭
引 受 354	箱 361	箱

共 済 金 額 20,869	千円 22,430	千円

支払共済金 194	千円 ――

大豆では６月中下旬の降雨により、発芽不良や根腐れが発生しました。そばでは低気圧や停滞する前線の影響による降雨及
び日照不足により田作で多湿となり、根の活動が抑制され、幼苗の生育及び茎葉の生育が停滞する土壌湿潤害が発生しました。

園芸施設共済 平成29年度実績 平成30年度計画

園芸施設
引 受 17,052	棟 17,262	棟

共 済 金 額 6,379,880	千円 6,380,411	千円

支払共済金 72,726	千円 ――

急激に発達した低気圧の通過による強風、雪による構造物の変形や被覆物に被害が発生しました。施設内農作物はトマト
に病害が発生しました。

建物共済・農機具共済 平成29年度実績 平成30年度計画

建　物
引 受 127,820	棟 129,497	棟

共 済 金 額 1,235,453,290	千円 1,233,896,000	千円

支払共済金 428,232	千円 ――

農機具
引 受 49,748	台 51,254	台

共 済 金 額 129,619,320	千円 129,260,420	千円	

支払共済金 266,820	千円 ――

建物では火災事故の支払い増加と、4月、12月の強風被害、夏から秋にかけての台風被害等、自然災害が多発したため前
年度の支払状況と比較すると、棟数で 201 棟の増加、支払共済金で 5,842 万円増加しました。農機具では事故台数が前年度
と比較し 280 台減少しましたが、支払共済金では 1,588 万円増加しました。これはコンバインの転覆全損事故が増加したこ
とが原因です。事故原因別では、接触事故による支払いが最も多く全体の 62%を占めました。
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農
業
共
済
事
業

　
　

優
秀
基
礎
組
織
表
彰

【「
信
頼
の
き
ず
な
」

未
来
に
つ
な
げ
る
運
動

中
央
推
進
本
部
長
賞
】

◦
矢
吹
地
区
共
済
部
長
協
議
会
（
白
河
支
所
）

◦
西
会
津
地
区
共
済
部
長
協
議
会（
会
津
支
所
）

　
　

任
意
共
済
事
業

　
　

優
秀
基
礎
組
織
表
彰

【
全
国
農
業
共
済
協
会
長
賞
】

◦
喜
多
方
地
区
共
済
部
長
協
議
会（
会
津
支
所
）

　
　

任
意
共
済
事
業

　
　

推
進
功
績
者
表
彰

【
全
国
農
業
共
済
協
会
長
賞
】

建
物
共
済
の
部

◦
根
本　

孝
一
（
白
河
支
所
）

◦
島
木　

登
（
い
わ
せ
石
川
支
所
）

◦
山
口　

庄
治
（
会
津
支
所
）

◦
鈴
木　

勝
男
（
白
河
支
所
）

◦
菅
野　

健
（
安
達
支
所
）

◦
岡
田　

昭
一
（
相
馬
支
所
）

◦
八
島　

節
子
（
白
河
支
所
）

◦
本
間　

健
一
（
相
馬
支
所
）

◦
濱
名　

正
美
（
相
馬
支
所
）

◦
根
本　

栄
一
（
白
河
支
所
）

農
機
具
共
済
の
部

◦
佐
藤　

孝
（
白
河
支
所
）

◦
渡
部　

透
（
会
津
支
所
）

◦
石
井　

和
広
（
会
津
支
所
）

◦
佐
久
間　

伸
一
（
い
わ
せ
石
川
支
所
）

◦
井
浦　

英
巳
（
会
津
支
所
）

◦
緑
川　

孝
夫
（
白
河
支
所
）

◦
磯
部　

正
夫
（
い
わ
せ
石
川
支
所
）

◦
米
倉　

一
二
（
相
馬
支
所
）

◦
郷　
　

徹　
（
い
わ
せ
石
川
支
所
）

◦
小
野
塚　

久
裕
（
会
津
支
所
）

　
　

家
畜
多
頭
飼
養

　
　

優
良
畜
産
農
家
表
彰

【
福
島
県
農
業
共
済
組
合
長
賞
】

◦
猪
俣　

勝
恵
（
安
達
支
所
）

◦
一
ノ
瀬　

俊
三
（
郡
山
田
村
支
所
）

◦
岡
部　

一
良
（
白
河
支
所
）

◦
小
林　

義
栄
（
会
津
支
所
）

◦
国
井　

信
良
（
い
わ
き
支
所
）

　
　

農
業
共
済
団
体
職
員

　
　

永
年
勤
続
者
表
彰

【
福
島
県
農
業
共
済
組
合
長
賞
】

30
年
勤
続
表
彰

◦
渡
部　

正
寿
（
本
所
）

◦
片
貝　

富
夫
（
本
所
）

◦
羽
田　

仁
（
県
北
支
所
）

◦
髙
橋　

裕
之
（
県
北
支
所
）

◦
菊
地　

宏
子
（
安
達
支
所
）

◦
遠
藤　

康
子
（
安
達
支
所
）

◦
大
友　

善
一
（
郡
山
田
村
支
所
）

◦
美
田　

昭
宏
（
郡
山
田
村
支
所
）

◦
池
田　

健
二
（
い
わ
せ
石
川
支
所
）

◦
吉
田　

清
貞
（
い
わ
せ
石
川
支
所
）

◦
益
子　

勝
範
（
白
河
支
所
）

◦
藤
田　

光
幸
（
白
河
支
所
）

◦
新
田　

太
一
（
会
津
支
所
）

◦
伊
藤　

達
也
（
会
津
支
所
）

◦
都
谷　

正
美
（
相
馬
支
所
）

◦
佐
々
木　

ま
ゆ
み
（
相
馬
支
所
）

◦
大
槻　

一
博
（
相
馬
支
所
）

20
年
勤
続
表
彰

◦
大
内　

明
広
（
郡
山
田
村
支
所
）

◦
管
野　

広
平
（
郡
山
田
村
支
所
）

◦
大
木　

竜
也
（
い
わ
せ
石
川
支
所
）

◦
金
成　

賢
志
（
い
わ
き
支
所
）

　第３回総代会の席上において、平成
29 年度農業共済事業に貢献された優秀
基礎組織、任意共済事業推進功績者、家
畜多頭飼養優良畜産農家、共済部長等功
績者及び永年勤続職員に対し、齋藤組合
長より表彰状が授与されました。
　受賞された皆様、おめでとうございます。

表彰者
名簿

祝祝祝

祝

祝

濱名	正美氏 西会津地区共済部長協議会

共済部長等功績者表彰を代表で受領した
服部	正義氏
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からのお知らせ

収入保険は、農業共済やナラシ対策など従来の品目別の
制度では対応できない部分まで補償される保険です。

自然災害による収量減少や価格低下のほか、災害による作付不能、病気や怪我に
よる営農ストップ、収穫後の事故発生、取引先の倒産、輸出時の為替変動など様々
な要因による収入減少が補償の対象となります。

収入保険と農業共済やナラシ対策などの類似制度の掛金、
補てん金の比較や、基準収入の試算ができるシミュレー
ションソフトをご活用ください。

過去の毎年の収入金額や、その年に加入していた農業共済やナラシ対策などの類
似制度の掛金や補てん金を入力すると、掛金や補てん金の試算や比較ができるシ
ミュレーションソフトがあります。NOSAI 福島ホームページで公開しております
ので、ぜひご活用ください。

また、基準収入は、過去の平均収入だけで設定されるのではなく、規模拡大や過
去の売上の上昇傾向も反映できます。過去の毎年の収入金額や経営面積などを入力
すれば簡単に試算できます。そして、シミュレーションソフトの中には、過去の収
入金額申告書や販売金額を整理するための補助フォームなどが入っており、青色申
告決算書等を見て試算することもできます。

収入保険は様式が複雑・手続きが面倒というイメージが
ございませんか。

収入保険の加入申請は、民間の損保のように、タブレット端末を活用して、画面
上で必要事項の入力、サインによる契約手続きを進めることを前提にしています。

収入保険は、他の制度と同時に加入できますか。
国の制度である収入保険と、農業共済やナラシ対策、野菜価格安定制度等の類似

する他の制度については、国費の二重助成を避けるため同時に加入はできません。
（どちらかを選択してご加入いただくことになります。）　

ただし、固定資産に対して補償するものなど、農産物の販売金額以外を補償する
制度については同時に加入することができます。

たとえば
◦家畜共済（搾乳牛や繁殖雌牛等の固定資産、病傷共済）
◦園芸施設共済（施設本体部分）　　　
などは収入保険と同時に加入ができます。

※詳しくは共済組合の「収入保険制度に対する相談窓口」にご相談ください。

収入保険のポイント

平成30年10月から収入保険の加入申請が始まります

1

2

3

4
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一
昨
年
９
月
に
平
田
村
で
初
と

な
る
農
家
民
宿
「
お
福
来
郎
」
を

オ
ー
プ
ン
し
た
村
上
信
一
さ
ん

（
66
）、
英
子
さ
ん
（
63
）
ご
夫
妻
。

自
宅
を
そ
の
ま
ま
使
い
、
奥
座

敷
の
二
間
を
宿
泊
客
用
（
定
員
５

人
）
に
提
供
。
食
事
は
、
英
子
さ
ん

が
地
元
の
旬
の
素
材
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
郷
土
料
理
を
ふ
る
ま
い

ま
す
。
県
外
か
ら
の
来
訪
者
も
多

く
、
農
家
の
親
戚
の
家
に
泊
ま
り
に

来
た
感
覚
で
過
ご
せ
る
よ
う
、
村
上

さ
ん
夫
妻
も
食
卓
を
囲
み
ま
す
。

「
と
き
に
は
お
酒
を
酌
み
交
わ

し
、
お
互
い
の
地
域
の
話
を
す
こ
と

も
。
一
期
一
会
で
す
」
と
信
一
さ
ん
。

「
小
鳥
や
風
の
音
な
ど
が
近
く
に
感

大
玉
村
の
国
道
４
号
線
沿
い
に
あ

る
「
あ
だ
た
ら
の
里
直
売
所
」
敷
地
内

に
、大
玉
村
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
「
お

食
事
処
た
ま
ち
ゃ
ん
」
が
オ
ー
プ
ン

し
、連
日
多
く
の
お
客
さ
ま
で
賑
わ
っ

て
い
ま
す
。

メ
ニ
ュ
ー
は
、大
玉
村
産
の
ソ
バ
粉

で
打
っ
た
そ
ば
や
、村
産
の
こ
が
ね
も

ち
で
つ
い
た
餅
、
う
ど
ん
、
か
き
揚
げ

丼
、た
も
ぎ
た
け
ご
飯
な
ど
。
そ
ば
は

土
日
限
定
で
、地
元
の
そ
ば
打
ち
名
人

に
よ
る
手
打
ち
そ
ば
を
実
演
販
売
し

て
い
ま
す
。

食
材
は
敷
地
内
に
あ
る
直
売
所
か

ら
仕
入
れ
、
小
鉢
に
使
う
野
菜
は
、
農

家
が
持
ち
寄
っ
た
旬
の
朝
採
り
野
菜

を
使
用
。食
堂
で
味
わ
っ
た
食
材
は
直

じ
ら
れ
て
新
鮮
」
と
話
す
お
客
さ
ま

の
笑
顔
が
、
仕
事
の
糧
に
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

村
内
に
は
２
軒
の
農
家
民
宿
が

新
た
に
完
成
し
、
お
互
い
に
宿
泊
客

に
対
す
る
お
も
て
な
し
の
心
得
な

ど
を
話
し
合
っ
て
い
る
の
だ
と
か
。

「
今
後
は
民
宿
仲
間
を
増
や
し
、
そ

れ
ぞ
れ
が
年
間
１
０
０
泊
を
目
指

し
た
い
で
す
ね
」
と
信
一
さ
ん
は
今

後
の
抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

　

☎
０
２
４
７-

５
４-

２
５
０
１

　

石
川
郡
平
田
村
大
字
北
方
字

　

皿
目
木
１
８
０

※
宿
泊
の
予
約
は
７
日
前
ま
で

　

宿
泊
代
１
泊
２
日
（
夕
食
・
朝
食
付
）

　

１
人
６
５
０
０
円
（
税
込
）

売
所
で
購
入
で
き
ま
す
。

同
店
の
鈴
木
正
広
店
長
（
59
）
は
、

「
地
元
産
の
材
料
を
使
っ
た
餅
や
そ
ば

を
毎
日
食
べ
ら
れ
る
場
所
。若
い
方
や

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
は
じ
め
、４
号
線
を
利

用
す
る
皆
さ
ん
に
気
軽
に
寄
っ
て
い

た
だ
き
、大
玉
村
の
良
さ
を
知
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
四
季
折
々
の
旬
の
メ

ニ
ュ
ー
を
考
案
し
、提
供
し
て
い
く
予

定
で
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

　

お
食
事
処
た
ま
ち
ゃ
ん

　

大
玉
村
大
山
字
神
田
10
―
１

　

☎
０
２
４
３-

２
４-
９
９
９
０

　

営
業
時
間
／
午
前
９
時
30
分
～

　

午
後
５
時
30
分
（
食
事
提
供
時

　

間
は
午
前
11
時
～
午
後
２
時
）

安
達
支
所

い
わ
せ
石
川
支
所

大
玉
村
産
の
お
い
し
い
食
材
を
堪
能

「
お
食
事
処
た
ま
ち
ゃ
ん
」オ
ー
プ
ン

田
舎
の
自
然
を
満
喫
で
き
る
農
家
民
宿

「
お
福
来
郎（
お
ふ
く
ろ
）」に
よ
う
こ
そ
！

県内各地で生きいきと頑張っている農家の皆さんの活動の様子や　　地域の身近な話題などを、各支所からレポートします！

ざるそばと
たもぎたけご飯

きな粉餅と
鳥汁餅

店長の鈴木正広さん

村上信一さん、英子さんご夫妻。
民宿の名前は、以前、フクロウの雛
を保護したことが由来とか

自宅の奥座敷の二間（向かって左）
を宿泊客に提供。

地元産の食材を
ふんだんに使った
英子さんの手料理

直売所を改修した「お食事処たまちゃん」

NOSAI

元気
通信
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会
津
坂
下
町
に
あ
る
農
家
レ
ス

ト
ラ
ン
「
フ
ァ
ッ
ト
リ
ア
こ
も
と
」

の
五
十
嵐
智
子
さ
ん
（
56
）
は
、自
宅

で
飼
育
し
て
い
る
会
津
地
鶏
の
卵

を
使
っ
た
オ
ム
レ
ツ
や
自
家
製
プ

リ
ン
な
ど
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
鶏

は
米
粉
や
野
菜
で
育
て
、
輸
入
し
た

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
飼
料
を
一
切
与
え

な
い
「
コ
ー
ン
フ
リ
ー
」
で
飼
育
。

お
子
さ
ま
が
生
ま
れ
た
頃
か
ら

自
給
自
足
を
目
標
に
、
夫
・
正
康

さ
ん
と
水
稲
や
野
菜
づ
く
り
を
始

め
、
現
在
は
水
稲
７
９
０
㌃
、
そ
ば

５
９
０
㌃
、
野
菜
30
㌃
、
養
鶏
80
羽

を
経
営
し
て
い
ま
す
。

一
昨
年
５
月
に
「
フ
ァ
ッ
ト
リ
ア

こ
も
と
」
を
オ
ー
プ
ン
。
メ
ニ
ュ
ー

お
目
当
て
の
品
を
買
い
求
め
よ

う
と
、
販
売
時
間
前
か
ら
長
蛇
の

列
。
開
店
と
同
時
に
「
い
ら
し
ゃ
い

ま
せ
！
」「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
！
」
と
元
気
よ
く
挨
拶
を
す
る

の
は
、
い
わ
き
市
植
田
町
の
福
島
県

立
磐
城
農
業
高
等
学
校
（
高
橋
豊
治

校
長
）
園
芸
科
野
菜
専
攻
・
草
花
専

攻
班
の
生
徒
た
ち
で
す
。

同
科
で
は
、
実
習
の
一
環
と
し

て
農
業
実
習
で
丹
精
込
め
て
栽
培

し
た
ナ
ス
・
ト
マ
ト
の
野
菜
苗
や
、

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
販
売
を
行
っ

て
お
り
、「
安
く
て
良
い
苗
」
と
大

は
自
家
産
の
そ
ば
粉
１
０
０
％
の

「
幻
の
蕎
麦
ザ
ル
」「
自
家
野
菜
と
ト

マ
ト
の
生
パ
ス
タ
」「
焼
き
ソ
ー
ス

カ
ツ
丼
」
な
ど
。
料
理
に
使
う
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
や
ソ
ー
ス
も
、
自
家
産

の
ニ
ン
ジ
ン
や
バ
ジ
ル
な
ど
を
使

用
し
て
い
ま
す
。

落
ち
着
け
る
雰
囲
気
の
店
内
も

魅
力
の
ひ
と
つ
。「
今
後
も
自
家
食

材
や
地
元
食
材
を
生
か
し
た
料
理

で
お
客
さ
ま
に
笑
顔
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

　

フ
ァ
ッ
ト
リ
ア
こ
も
と

　

会
津
坂
下
町
大
字
坂
本
字

　

糠
塚
乙
１
１
４
４

　

☎
０
２
４
２-

８
３-

１
１
０
１

変
好
評
で
す
。
当
日
は
、
買
い
求
め

る
お
客
さ
ま
に
商
品
の
管
理
方
法

や
注
意
点
な
ど
も
お
伝
え
し
、
丁
寧

な
接
客
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

購
入
に
訪
れ
た
市
内
の
油
座
恵

子
さ
ん
（
62
）
は
、「
私
も
孫
も
同

校
の
卒
業
生
。
孫
か
ら
販
売
情
報
を

聞
い
て
、
生
徒
の
皆
さ
ん
が
一
生
懸

命
育
て
た
苗
を
購
入
す
る
の
が
毎

年
楽
し
み
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

同
校
で
は
、
ほ
か
に
も
農
業
実
習

で
栽
培
・
生
産
し
た
、
野
菜
や
加
工

品
な
ど
を
、
学
校
近
く
の
実
習
制
作

販
売
所
「
磐
農
ス
ト
ア
」
で
年
４
回

に
わ
た
り
販
売
を
行
う
予
定
で
す
。

◎
磐
農
ス
ト
ア

い
わ
き
市
植
田
町
小
名
田
60

営
業
時
間
・
午
後
３
時
30
分
～

	

４
時
20
分
（
土
・
日
・
祝
日
は
休
み
）

開
催
日
（
予
定
）

第
２
回　

９
月
26
日
（
水
）

第
３
回　

10
月
31
日
（
水
）

第
４
回　

11
月
７
日
（
水
）

◎
お
問
い
合
わ
せ

　

県
立
磐
城
農
業
高
等
学
校

　

☎
０
２
４
６-

６
３-

３
３
１
０

会
津
支
所

い
わ
き
支
所

自
家
産
農
産
物
を
召
し
上
が
れ
！

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン「
フ
ァ
ッ
ト
リ
ア
こ
も
と
」

丹
精
込
め
て
育
て
た
野
菜
苗
・
花
を

地
域
の
皆
さ
ま
に
販
売

県内各地で生きいきと頑張っている農家の皆さんの活動の様子や　　地域の身近な話題などを、各支所からレポートします！

丹精込めて作られた花たちがずらりと並びます。

あたたかい雰囲気の店内

五十嵐智子さん

地鶏卵のオムレツ

自家製プリン

9



今日も
皆さまと

組合員の皆さんと
NOSAIをつなぐ

パイプ役としてご
活躍いただいてい

る、

NOSAI部長の皆さ
んをご紹介します

！

現在、コシヒカリやコガネモチを栽培していま
す。昨年までは桃や梨も経営してきましたが、年齢
面や後継者不足などから断念しました。今後は若
い方々の力を借りるなど、地区全体が一つになっ
て農業活動をしていく必要があります。NOSAIに
は、農家がより安心して農業に従事できるような
環境を整備して頂きたいと思います。

夫婦で夏秋トマトを主体に、水稲と露地野菜など
を作付けしています。出荷はＪＡが主ですが、地元
の直売所にも出荷しています。今年１月には仲間７
人と「罠猟」免許を取得し、獣害駆除にも取り組
んでいます。想定外の災害が起きることが多い現状
で、安定した営農のためには農業保険事業が支えと
なっています。これからも期待しています。

総代としては16年勤めています。農業を取り巻
く環境は、自然災害や価格の下落などにより日々
変化します。こういった不測の事態に対応できる
よう、NOSAI には、既存の農業共済制度の改正や、
新たな収入保険制度の導入によって、さらに農業
収入に安定が加わり、農家の心強い支えになるこ
とを期待しています。今後も地域の組合員のため
に尽力していきたいです。

昨年は秋の長雨により、収穫作業が思うように
進みませんでした。農業は天候に左右されやすく、
毎年同じ作り方ではいかないので、毎回１年生に
なったつもりで、さまざまな経験を積み、良い米
を作っていきたいと思います。これからも家族に
手伝ってもらいながら、農地を荒らさないように
健康・安全に気をつけて作業していきたいです。

地区全体で農業活動を進めたい

安定した営農のためには農業保険事業が支え

今後も組合員のために

常に新鮮な気持ちで良い米づくりを

福島市　佐藤	和行さん（73）
NOSAI 部長歴／１0年　吾妻地区

白河市　矢野	正則さん（67）
NOSAI 部長歴／３年　白坂地区

水稲 133㌃、
パイプハウス22㌃

水稲400㌃、
畑70㌃

水稲 1.603㌃

水稲 220㌃
郡山市　佐藤	金一さん（67）
NOSAI 部長歴／２年　熱海地区

広野町　渡邉	正俊さん（69）
ＮＯＳＡＩ部長歴／３１年　北の内地区

県
北
支
所

白
河
支
所

郡
山
田
村
支
所

双
葉
支
所

「
」

10ひかり NOSAIふくしま 11号



からのお知らせ

補償期間

加入申込期間

対象となる災害
（共済事故）

水稲 大豆

加入方式等

水稲共済掛金の納入期限は

７月31日まで
となっております。

畑作物（大豆）共済掛金の納入期限は

７月21日まで
となっております。

発芽期から収穫期までとなります。

平成30年９月１日から９月30日までとなります。

◦風水害、干害、冷害、雪害、その他気象上の原因（地震、噴火を含む）
　による災害、火災、病虫害、鳥獣害。
◦共済事故を原因とする品質低下に伴う生産金額の減少（災害収入共済
　方式のみ）

加入方式、補償割合及び一筆半損特例の有無を選択して加入できます。

共済掛金の納入期限のお知らせ

※地域インデックス方式は、統計データによる収穫量が一定割合を超えて減収した場合に共済金が支払われます。
※加入方式単位では組合員の収穫量の合計等が補償割合を下回らないと共済金が支払われませんが、
　一筆半損特例を付加した場合は、5 割以上の収穫量の減収が見込まれる耕地に対して、損害を別に計算し共済金を支払います。

農作物
共済

（麦）

口座振替の登録をしている方は、指定の口座から掛金等を振り替えさせていただき
ますので、あらかじめ残高をご確認ください。

農作物共済（麦）への加入は、平成31年産から
次のとおり制度が見直されます。

麦を一定の規模以上作付した方が必ず加入する当然加入制から任意
加入制になります。それに伴い加入する際は、麦共済細目書異動申告
票に替わり加入申込書兼変更届出書を提出していただくようになりま
した。また、新たに地域インデックス方式と一筆半損特例が新設され
ましたので、引き続き加入のご検討をお願いいたします。

引受方式 補償割合 一筆全損特例 一筆半損特例
（新設） 損害評価方法

一筆方式（平成 33年産までで廃止） ７割・６割・５割 現地調査

半相殺方式 ８割・７割・６割 標準で付帯 加入者が選択 現地調査

全相殺方式 ９割・８割・７割 標準で付帯 加入者が選択 出荷資料等

災害収入共済方式 ９割・８割・７割 標準で付帯 加入者が選択 出荷資料等

地域インデックス方式（新設） ９割・８割・７割 標準で付帯 加入者が選択 統計データ
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からのお知らせ

外
来
種
の
害
虫
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ

注意
喚起

かりんとう状に
排出されたフラス
（幼虫の糞と木くず）

幼虫

成虫

※写真：植物防疫所原図　無断転載を禁ず

　

環
境
省
は
被
害
の
拡
大
を
受
け
て
今
年

１
月
、ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
を
特
定
外

来
生
物
に
指
定
し
ま
し
た
。

　

福
島
県
で
は
未
確
認
の
外
来
種
で
、サ
ク

ラ
や
果
樹
類
を
加
害
す
る
た
め
、被
害
拡
大

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

６
月
頃
か
ら
モ
モ
の
樹
幹
に
虫
孔（
成
虫

の
脱
出
孔
）
や
フ
ラ
ス
（
幼
虫
の
糞
と
木
く

ず
）の
排
出
が
認
め
ら
れ
た
ら
注
意
が
必
要

で
す
。

生
態
等
に
つ
い
て	

【
原
産
地
】
中
国
、
台
湾
、
朝
鮮
半
島
、
ベ

ト
ナ
ム
北
部
な
ど

【
体
長
・
体
色
】
成
虫
の
体
長
は
、
約
28
～

37
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
。全
体
的
に
光
沢
の
あ
る

黒
色
で
胸
部
（
首
部
）
が
赤
い
。
海
外
で
は
、

胸
部
（
首
部
）
が
黒
い
個
体
も
確
認
さ
れ
て

い
る
。

【
被
害
・
生
態
】
幼
虫
が
生
木
に
食
入
・
加

害
す
る
こ
と
で
樹
木
を
衰
弱
さ
せ
る
。

　

幼
虫
が
生
木
の
内
部
を
摂
食
（
そ
の
際
、

フ
ラ
ス
（
木
く
ず
等
）
を
排
出
）
し
、樹
木
内

で
２
～
３
年
か
け
て
成
長
、
蛹
と
な
り
、
我

が
国
の
発
生
地
で
は
６
月
中
旬
～
８
月
上

旬
頃
に
成
虫
と
な
っ
て
樹
木
の
外
に
出
る
。

　

雌
成
虫
は
、
交
尾
後
、
幹
や
主
枝
の
樹
皮
の

割
れ
目
に
産
卵
す
る
（
８
～
９
日
後
に
ふ
化
）。

【
寄
主
植
物
】

サ
ク
ラ
、
セ
イ
ヨ
ウ
ス
モ
モ
、
ウ
メ
、
モ
モ
、

カ
キ
、
オ
リ
ー
ブ
、
ハ
コ
ヤ
ナ
ギ
、
ザ
ク
ロ
、

コ
ナ
ラ
、
ヤ
ナ
ギ
な
ど
に
寄
生
。

発
生
状
況	

　

本
種
の
成
虫
又
は
本
種
が
疑
わ
れ
る
フ

ラ
ス
（
木
く
ず
等
）
が
確
認
さ
れ
た
地
域

　

地　

域
／
初
確
認
年
／
被
害
樹
種

◦
栃
木
県
／
平
成
28
年
／
モ
モ
、
ス
モ
モ

◦
群
馬
県
／
平
成
27
年
／
サ
ク
ラ
、
モ
モ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ウ
メ
、
ス
モ
モ

◦
埼
玉
県
／
平
成
25
年
／
サ
ク
ラ
、ス
モ
モ

◦
東
京
都
／
平
成
27
年
／
サ
ク
ラ

◦
愛
知
県
／
平
成
24
年
／
サ
ク
ラ
、
ウ
メ

◦
大
阪
府
／
平
成
27
年
／
サ
ク
ラ
、
ウ
メ

◦
徳
島
県
／
平
成
27
年
／
サ
ク
ラ
、
モ
モ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ウ
メ
、
ス
モ
モ

調
査
方
法	

　

樹
木
か
ら
の
フ
ラ
ス
が
確
認
さ
れ
た
場

合
、
本
種
の
発
生
が
疑
わ
れ
る
た
め
、
成
虫

の
発
生
時
期
（
６
～
８
月
）
に
当
該
樹
木
を

中
心
に
成
虫
の
有
無
を
調
査
す
る
。

【
フ
ラ
ス
の
特
徴
】

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
フ
ラ
ス

◦
量
が
多
く
、
色
は
さ
ま
ざ
ま
。

◦
典
型
的
な
フ
ラ
ス
は
棒
状
だ
が
、棒
状
で

な
い
こ
と
も
あ
る
（
根
際
な
ど
）。

◦
木
く
ず
は
小
さ
く
幅
広
で
、繊
維
状
に
な
ら
な
い
。

◦
木
く
ず
が
多
く
、糞
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。

他
の
フ
ラ
ス
を
排
出
す
る
害
虫

コ
ス
カ
シ
バ
（
蛾
）
の
フ
ラ
ス

◦
丸
い
糞
が
多
い
。

◦
木
く
ず
は
繊
維
状
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
の
フ
ラ
ス

◦
木
く
ず
は
荒
い
繊
維
状
で
、糞
は
目
立
た
な
い
。

ヒ
メ
ボ
ク
ト
ウ
（
蛾
）
の
フ
ラ
ス

◦
リ
ン
ゴ
や
ナ
シ
な
ど
で
見
ら
れ
る（
サ
ク

ラ
で
は
ま
ず
見
ら
れ
な
い
）。

◦
球
状
に
丸
ま
っ
た
フ
ラ
ス
。

成
虫
や
疑
わ
し
い
被
害
を
確
認
し
た
場
合

は
、福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
安
全
農
業

推
進
部
発
生
予
察
課
（
病
害
虫
防
除
所
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
０
２
４-

９
５
８-

１
７
０
９

こ
の
記
事
は
植
物
防
疫
所
及
び
福
島
県
病

害
虫
防
除
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
参
考

に
作
成
し
ま
し
た
。

h
ttp
s://w

w
w
.p
ref.fu

ku
sh
im
a.

lg.jp/sec/37200b/kubiaka.htm
l

これまでに
被害が確認
された地域

栃木
埼玉

東京
群馬

愛知
大阪

徳島

桃にも
発生する
恐れが
あります

胸部は明赤色
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からのお知らせ

【
長
期
在
胎
と
は
】

最
近
、
そ
の
他
の
肉
用
牛

（
い
わ
ゆ
る
繁
殖
和
牛
）
で
長

期
在
胎
の
病
傷
事
故
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

長
期
在
胎
と
は
、「
在
胎
日

数
が
、
経
産
牛
は
２
９
５
日
、

未
経
産
牛
は
２
９
０
日
を
超

え
て
も
分
娩
し
な
い
も
の
」
と

定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

予
定
日
を
超
え
て
も
な
か

な
か
分
娩
し
な
い
た
め
、
分
娩

管
理
上
、
肉
体
的
精
神
的
に
疲

労
感
の
多
い
非
常
に
厄
介
な

病
気
で
す
。「
出
か
け
る
用
事

が
あ
る
の
だ
が
、
予
定
日
を
過

ぎ
て
い
る
の
に
分
娩
し
な
い

牛
が
い
る
の
で
心
配
で
外
出

獣
医
師
が
簡
単
レ
ク
チ
ャ
ー

で
き
な
い
」
こ
ん
な
こ
と
に
思

い
当
た
る
方
も
多
い
か
と
思

い
ま
す
。

【
長
期
在
胎
の
原
因
】

在
胎
日
数
に
影
響
を
与
え
る

も
の
と
し
て
は
、
血
統
（
遺

伝
）、
母
牛
産
次
、
飼
養
管
理

特
に
母
牛
の
栄
養
状
態
、
子
牛

の
性
別
、
季
節
要
因
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

長
期
在
胎
が
増
加
し
始
め

た
当
時
は
、
特
定
の
種
雄
牛
を

交
配
し
た
場
合
や
、
母
牛
の
父

が
特
定
の
種
雄
牛
で
あ
る
場

合
が
そ
の
多
く
で
あ
っ
た
た

め
、
血
統
に
よ
る
遺
伝
的
疾
患

と
い
う
認
識
が
主
流
で
し
た
。

「
長
期
在
胎
」
と

「
妊
娠
末
期
の
栄
養
管
理
」
に
つ
い
て

　

し
か
し
、
長
期
在
胎
に
よ
る

難
産
が
多
く
発
生
す
る
よ
う

に
な
り
、
病
態
に
関
す
る
研
究

が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

近
年
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、

母
牛
の
栄
養
状
態
が
在
胎
日

数
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

【
長
期
在
胎
の
対
策
法
】

　

つ
ま
り
、
長
期
在
胎
と
な
る

の
は
、
母
牛
の
分
娩
前
の
栄
養

不
足
が
一
因
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
母
牛
の
栄
養
状
態
を

改
善
す
る
こ
と
に
よ
り
長
期
在

胎
を
あ
る
程
度
予
防
で
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
産
次
数
の
多
い
牛
に

も
当
て
は
ま
り
ま
す
。

　

分
娩
開
始
の
指
令
は
、
胎

子
が
出
す
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
充
分
に
成
長
し
な
い
の
で

分
娩
し
な
い
（
長
期
在
胎
に
な

る
）
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

胎
子
は
、
妊
娠
末
期
に
急
激

に
成
長
し
ま
す
。
こ
の
時
期
に

母
牛
が
十
分
な
栄
養
を
摂
取

で
き
な
い
と
母
牛
は
痩
せ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
胎
子
側
に
お
い
て
は
、

充
分
な
栄
養
が
供
給
さ
れ
な

い
と
、
妊
娠
期
間
が
延
長
し

て
も
体
重
は
さ
ほ
ど
増
加
せ

ず
、
頭
部
径
が
大
き
く
な
り
ま

す
。
こ
れ
が
難
産
の
原
因
と
な

り
ま
す
。

【
出
生
後
の
影
響
】

　

妊
娠
末
期
の
母
牛
の
栄
養

不
足
は
、
出
生
（
分
娩
）
後
も

影
響
を
与
え
ま
す
。

　

ま
ず
、
初
乳
や
母
乳
の
量
が

少
な
く
な
る
う
え
に
、
栄
養
価

や
免
疫
成
分
が
低
く
な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
初
乳
や
母
乳

を
飲
ん
で
い
て
は
、
子
牛
の
順

調
な
発
育
は
望
め
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
子
牛
の
成
長
に
お
い

て
も
、
病
気
に
か
か
り
や
す

く
、
治
り
に
く
い
傾
向
が
は
っ

き
り
し
て
い
ま
す
。

【
妊
娠
末
期
栄
養
管
理
の
重
要
性
】

　

今
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う

に
、
妊
娠
末
期
の
栄
養
不
足

は
、
長
期
在
胎
の
原
因
と
な

り
、
難
産
を
招
き
ま
す
。
そ
れ

ば
か
り
か
、
出
生
子
牛
の
疾
病

罹
患
率
が
高
く
、
一
日
増
体
量

が
低
く
な
り
ま
す
。

　

健
康
な
子
牛
を
育
て
る
た

め
に
は
、
妊
娠
末
期
か
ら
の
栄

養
管
理
が
非
常
に
重
要
と
な

り
ま
す
。

　

今
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と

に
思
い
当
た
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
妊
娠
末
期
の
栄
養
改
善
に

取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
給
与
飼
料
の
量
や

質
、
母
牛
の
血
統
及
び
栄
養
状

態
な
ど
の
飼
養
管
理
状
況
は

農
場
に
よ
り
様
々
で
す
。
一
概

に
こ
う
す
れ
ば
よ
い
と
い
う

に
は
無
理
が
あ
り
ま
す
。
家
畜

診
療
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
関

係
機
関
と
よ
く
相
談
し
て
実

施
し
て
く
だ
さ
い
。

家畜部次長兼
家畜診療課長
髙橋忠雄

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

家
畜
講
座
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暖
か
い
日
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
、
食
べ
物
が
傷
み
や
す
い
季
節
で

す
。
今
回
は
食
中
毒
を
テ
ー
マ
に
お
話
し

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

		

食
中
毒
の
原
因
は
細
菌
（O

-

１
５
７

や
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
な
ど
）
と
、
ウ
ィ
ル
ス

（
ノ
ロ	

や
ロ
タ
ウ
ィ
ル
ス
）
で
す
。
ま
れ

に
キ
ノ
コ
や
フ
グ
な
ど
の
自
然
毒
で
も
発

症
し
ま
す
。
ウ
ィ
ル
ス
は
、
寒
さ
と
乾
燥

に
強
い
の
で
冬
場
に
流
行
り
ま
す
が
、
細

菌
に
よ
る
も
の
は
、
温
度
と
湿
度
が
高
い

6
～
8
月
が
最
も
多
く
発
生
し
ま
す
。
ま

さ
に
こ
れ
か
ら
で
す
！

	

代
表
的
な
も
の
を
【
表
１
】
に
挙
げ
ま

し
た
。
い
ず
れ
も
食
中
毒
は
、
加
熱
が
充

分
で
な
い
卵
・
焼
き
鳥
・
ハ
ン
バ
ー
グ
・

焼
肉
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
や
、
よ
く
洗
わ

な
い
野
菜
を
食
べ
る
こ
と
で
発
生
す
る
か
、

ま
た
は
、
傷
や
ニ
キ
ビ
（
オ
デ
キ
）・
ペ
ッ

ト
を
触
っ
た
手
で
お
に
ぎ
り
・
巻
き
寿
司
・

パ
ン
な
ど
を
食
べ
る
こ
と
で
起
き
る
ほ
か
、

大
量
に
作
っ
た
カ
レ
ー
や
チ
ャ
ー
ハ
ン
を

常
温
で
保
存
す
る
こ
と
で
増
殖
し
た
菌
で

起
こ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
は
「
汚
な
い
物
」
と
い
う
と
、ト

イ
レ
や
便
座
を
思
い
浮
か
べ
る
と
思
い
ま

す
が
、
日
常
生
活
で
雑
菌
が
最
も
多
い
ベ

ス
ト
5
は
何
だ
か
分
か
り
ま
す
か
？

答
え
は
、
１
位		

台
所
ス
ポ
ン
ジ
・
２

位		

ま
な
板
・
３
位		

お
金
・
４
位		

ス
マ

ホ
（
携
帯
電
話
）・
５
位		

蛇
口

な
ん
と
５
個
の
う
ち
３
つ
も
台
所
に
あ

り
、
し
か
も
調
理
時
に
使
う
も
の
な
の
で

す
。症

状
は
激
烈
で
、腹
痛
・
下
痢
が
主
で
す

が
、
嘔
吐
や
発
熱
を
と
も
な
っ
た
り
、
水

様
下
痢
で
血
便
が
で
た
り
、
脱
水
を
起
こ

し
た
り
、
重
症
は
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
か
か
っ
た
ら
、
間
違
っ
て
も
下
痢

止
め
や
痛
み
止
め
は
飲
ま
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
毒
素
が
体
外
に
排
出
さ
れ

ず
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
医
療

機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

大
切
な
の
は
予
防
で
す
。『
食
中
毒
の
予

防
３
原
則
』【
表
２
】
は
簡
単
か
つ
有
効
で

す
。
み
ん
な
で
覚
え
て
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

清明クリニック	佐藤	睦子

第10回

はじめよう！

健康生活

主な細菌性感染型食中毒表1

腸炎ビブリオ

サルモネラ

病原性大腸菌

カンピロバクター

ウェルシュ菌

魚介類
（主に生食）

塩分を好む。
（海水程度の塩分2～5%でよく発育）
真水や酸に弱い。
夏期～秋口に多発
家畜、ペット、河川や下水などにも分布。
熱に弱い。
少数菌数で食中毒

ヒトに対する発症機序により、５つに分類
熱、消毒剤に弱い。
少数菌数で食中毒

ペットを含む、あらゆる動物に分布する。
少数菌数で食中毒

大量調理食品中（酸素が少ない状態）で
増殖
【嫌気性菌】芽胞形成菌

鶏卵、食肉
（特に鶏肉）

多種の食品、
井戸水

食肉（特に鶏肉）、
飲料水

水や土壌、特に
食肉加熱調理品
（カレー、シチュー等）

食中毒菌名 主な原因食品 菌の特長

食中毒予防の３原則表2

細菌をつけない
調理前の手洗い／
肉・魚・卵の調理前後／

食べる前／残った食品を扱う前／
調理器具などの洗浄

（まな板、包丁は調理の前後に）

細菌を
増やさない
迅速な調理と提供

（常温に置かず冷蔵庫に）

細菌を
やっつける
十分な加熱

（肉は中心部75℃で
１分以上）

出典／花王プロフェッショナル・サービス株式会社HP

食中毒に
ご用心！
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からのお知らせ

木村 まち子さん（60）
（天栄村）

６月（今月から出荷が始まる夏はぜ・
すべて山から運び畑に植え付けた）赤
い葉が特徴（生け花用・上級者向け）

ふるさと見守り活動を展開中

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
島
は
、
県
内
約

２
２
０
台
の
業
務
用
車
両
に
防
犯
ス

テ
ッ
カ
ー
を
貼
付
す
る
な
ど
の
「
ふ

る
さ
と
見
守
り
活
動
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
防
犯
活
動
を
通
じ

て
地
域
社
会
の
安
全
に
貢
献
し
て
い

こ
う
と
す
る
も
の
で
、
同
制
度
の
実

施
組
織
で
あ
る
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
の

社
会
貢
献
活
動
と
し
て
継
続
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

近
年
、
ひ
っ
た
く
り
な
ど
の
路
上

犯
罪
、
住
居
侵
入
、
振
り
込
め
詐
欺
、

農
産
物
や
農
機
具
の
盗
難
な
ど
、
地

域
住
民
の
暮
ら
し
を
脅
か
す
犯
罪
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
中
で
、

防
犯
活
動
を
通
じ
て
地
域
社
会
の
安

全
確
保
と
住
み
よ
い
生
活
環
境
づ
く

り
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
は
、
集
落

な
ど
の
地
域
社
会
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
の
責
務
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
の
役
職
員
は
、

農
業
保
険
事
業
の
推
進
や
事
故
が
発

生
し
た
際
の
損
害
評
価
、
ま
た
組
合

員
の
方
々
へ
の
業
務
上
の
連
絡
な
ど
、

日
常
的
に
地
域
を
巡
回
し
、
農
家
の

皆
さ
ま
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
業
務
用
車
両
に
「
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
中
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を

貼
付
し
、
犯
罪
被
害
防
止
を
啓
発
す

る
と
と
も
に
、“
防
犯
の
眼
”
と
な
っ

て
地
域
の
犯
罪
抑
止
に
貢
献
し
ま
す
。

【水稲 220㌃、花木 300㌃、
パイプハウス（水稲苗用）
１棟、パイプハウス（自家
野菜用）１棟、ガラスハウ
ス（花木用）１棟】

N
O

G
Y O

J O S

H
I輝く

農業
女子

実
家
が
農
家
の
た
め
、中
学
生
の

頃
か
ら
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た

と
話
す
ま
ち
子
さ
ん
。

ま
ち
子
さ
ん
が
主
体
で
農
業
に

従
事
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は

９
年
目
で
、
水
稲
は
委
託
し
、
現
在

は
父
と
二
人
で
花
・
木
の
栽
培
を
し

て
い
ま
す
。

花
は
リ
ン
ド
ウ
の
み
で
、花
木
は

花
ス
オ
ウ
・
さ
く
ら
・
夏
は
ぜ
な
ど

約
20
種
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。農
業

の
苦
労
を
尋
ね
る
と
、「
大
変
だ
と

思
っ
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ

ん
。花
木
の
栽
培
で
四
季
が
感
じ
ら

れ
と
て
も
楽
し
い
。強
い
て
言
え
ば

草
刈
か
な
」と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ

ま
し
た
。

花
木
の
花
は
ほ
と
ん
ど
が
生
け

花
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、よ
り
良
い

花
を
出
荷
し
た
い
と
の
思
い
か
ら

生
け
花
を
嗜
ん
で
い
ま
す（
華
道
の

資
格
も
あ
る
の
だ
と
か
）。

「
出
荷
ま
で
に
は
早
く
て
花
で

２
年
・
花
木
で
５
年
は
か
か
る
た

め
、
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と
ら
え
、
手

に
し
た
と
き
に
四
季
を
体
感
で
き

る
も
の
を
届
け
た
い
」
と
、今
後
の

抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

四
季
を
感
じ
て
楽
し
い
農
業

防犯パトロール中ステッカー
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からのお知らせ

あ
と
が
き

営農指導者・佐藤秀雄さんからエール！

献上桃の郷として 25周年を迎える桑折町で、減
農薬防除栽培に取り組んできた佐藤秀雄さん。｢大
内夫妻とは、東日本大震災が起きた夏に果樹研究
所の紹介で知り合い、アドバイス
してきました。今日は摘果作業な
ど、手間の少ない『はつひめ』の良
さを伝えました。二人の果樹栽培
の成功を心から願っています！｣
と、指導にも熱がこもります。

通
常
総
代
会
で
提
出
し
た
全
議
案
が
可
決
し
、
平
成

30
年
度
の
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
収
入
保
険
制
度
導
入
の
初
年
度
と
な
り

ま
す
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
、
農
家
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て

農
業
経
営
が
で
き
ま
す
よ
う
、
農
業
共
済
事
業
と
収
入

保
険
事
業
を
車
の
両
輪
と
考
え
、
皆
さ
ま
の
経
営
を
サ

ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
す
。

「
安
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

経
営
移
譲
し
た
場
合
、
組
合
員

が
死
亡
し
た
場
合
、
住
所
を
変
更

し
た
場
合
な
ど
は
届
け
出
が
必
要

で
す
。
届
け
出
の
際
は
金
融
機
関

に
登
録
し
て
い
る
印
鑑
も
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

各
共
済
掛
金
の
振
替
等
が
で
き

な
い
な
ど
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
の
無

い
よ
う
、
忘
れ
ず
に
届
け
出
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

利
用
可
能
金
融
機
関
な
ど
、

詳
し
く
は
最
寄
り
の

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
お
願
い

経
営
移
譲
な
ど
の

際
は
早
め
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い

組
合
員
の
皆
さ
ま
の
利
便
性
の

向
上
と
現
金
納
入
の
取
り
扱
い
に

よ
る
事
故
防
止
の
た
め
、
農
業
共

済
事
業
加
入
に
伴
う
共
済
掛
金
等

の
納
入
に
つ
い
て
、
口
座
振
替
の

利
用
を
勧
め
て
い
ま
す
。
現
在
、掛

金
等
を
現
金
で
納
入
さ
れ
て
い
る

方
は
、
口
座
振
替
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ご
希
望
の
金
融
機
関
に
て
口
座

振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

口
座
振
替
へ
の
移
行
を
お
願
い
し

ま
す
。

事
故
防
止
・
不
祥
事
防
止
の
た

め
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

福島県農業共済組合では、事業紹
介、各支所の連絡先などの組織概要、
採用情報など、様々な情報を掲載した
ホームページを開設しております。農
業保険制度や団体などに対するご意
見・お問い合わせなどもこちらにお寄
せいただくことが可能です。また、ス
マートフォンでも閲覧できます。
ぜひご活用ください。

NOSAI 福島
ホームページのご案内

編
集
・
発
行

福
島
県
農
業
共
済
組
合
（
N
O
S
A
I福
島
）

〒
960-8031	福

島
市
栄
町
6番
6号
	

TEL.	024-521-2715　
	FA
X.	024-523-1887

http://w
w
w
.fukushim

a-nosainet.jp/
2018.6

1
1
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りか
ひ

佐藤 秀雄さん
農業保険の実行元年

お
問
い
合
わ
せ
と
被
害
発
生
時
の
ご
連
絡
は

最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
ま
で

お
願
い
し
ま
す

県北支所 ☎ 024-544-2711
安達支所 ☎ 0243-23-7777
郡山田村支所 ☎ 024-933-3307
　田村出張所 ☎ 0247-82-0249
いわせ石川支所 ☎ 0247-37-1003
白河支所 ☎ 0248-27-1121
　棚倉出張所 ☎ 0247-33-2261
会津支所 ☎ 0241-28-1111
　南会津出張所 ☎ 0241-62-5588
相馬支所 ☎ 0244-23-6236
双葉支所 ☎ 0240-22-4111
いわき支所 ☎ 0246-24-1166


